
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目
標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

26年度
（繰越）

円 円 円 円 円 円
事業費 25,920,000

交付金額 21,168,000

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

事業費及び交付金額

計

25,920,000

21,168,000

事　　　業　　　評　　　価　　　書

沖縄市民会館耐震診断調査事業

沖縄市長

沖縄市八重島地内

　当市民会館は、昭和５６年に竣工し、音楽コンサートやお芝居・民謡・琉
舞などの芸術文化の発表の場として市民に幅広く活用されている。しかし
ながら、旧耐震基準で建設されており、平成２５年度に「建築物の耐震改修
の促進に関する法律」が改正されたことから、今後、本施設の安全性を確
認するため耐震診断を実施することとした。
　今後は、耐震診断結果を確認し、施設の耐震改修が必要かの判断を行
い当施設の運営を維持する。

【補助事業の成果及び評価】
　本事業を実施したことにより、沖縄市民会館の耐震診断調査結果を把握する
ことができた。
　本調査結果が今後、本施設を運営する上で耐震改修等が必要かどうかを判
断するための重要な資料となることから、本事業が施設運営における必要な事
業であったと評価する。
【地域住民への周知の実施状況】
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金により実施されている旨を以下
の方法により市民への周知を図った。
　①本施設掲示板へ掲示
　②市ホームページへ掲載

今回の調査結果を踏まえ、施設の基本計画を策定する予定。

無

耐震診断調査

平成２６年度（繰越）



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

26年度
（繰越）

円 円 円 円 円 円
事業費 21,578,400

交付金額 17,766,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

美里汚水枝線改築工事

沖縄市長

沖縄市美里地内

　本事業の実施により、悪臭等による公衆衛生の悪化や、管腐食等による
道路陥没の被害等を未然に防ぎ、地域住民の生活環境の保全が図られて
いる。
　また、工事実施前における付近住民への工事案内文や工事実施中の工
事安全看板に特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を記
載し地域住民への周知を図った。

　今後も、管路の維持管理を適切に行い、地域住民の生活環境の保全を
図る。

無

改築工事　　L=218.84m
（開削工法　L=142.97m）
（更生工法　L= 75.87m）

平成２６年度（繰越）

事業費及び交付金額

計

21,578,400

17,766,000

　沖縄市美里二丁目地区に布設されている汚水管路は、昭和52年の布設
から約37年が経過しているため、老朽化が進んでいる状況にある。今後、
更なる劣化によって管路機能に支障が出た場合、通水阻害や道路陥没に
よる交通障害等、地域住民の生活に多大な影響を及ぼすこととなる。
　このため改築工事を行うことで、公衆衛生の悪化や道路陥没等の被害を
事前に防ぎ、地域住民の生活環境の保全に繋がることを目標とする。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の
目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及
び終期

平成27年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 3,570,000 3,570,000

交付金額 2,998,000 2,998,000

補助事業の成果及
び評価並びに地域
住民への周知の実
施状況

事業の改善策及び
今後の対応

事業の評価に際し
ての第三者機関の
活用の有無

事　　業　　評　　価　　書

コンピュータ学習指導事業

沖縄市長

沖縄市地内

平成27年度から新たに取り組んでいる中学校への支援について、学校と
の連携や支援内容の周知の充実が必要である。

無

　コンピュータインストラクター　２名

平成２７年度

事業費及び交付金
額

　本事業を実施したことにより、市内小中学校における児童生徒のコン
ピュータ学習指導の支援を行うことができた。事業実施期間中の学習支援
回数は８１８回であり、目標の６００回を達成しており、児童生徒の習熟度に
合わせた授業を行うことができる環境が改善できた。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金である旨を以下の方
法により学校関係者及び保護者へ周知した。
　・沖縄市立教育研究所ホームページ
　・各学校ホームページ

本市内の小中学校では、コンピュータ操作の習熟や各教科での活用な
ど、児童生徒の情報活用能力の育成を図る授業を実施しているが、児童
生徒のコンピュータ操作の習得度にばらつきがある。
　このため、コンピュータ学習を支援するインストラクターを直接派遣するこ
とで、児童生徒の習熟度に合わせた授業を行うことができる環境の充実を
図る。

（参考指標）
事業実施期間の学習支援回数：６００回



補   助   事   業   名

補　助　事　業　者　名

実     施     場     所

補助事業の内容

補助事業の始期及び終期

 
27年度

    
計

 円 円

事業費 37,692,000 37,692,000

交付金額 37,692,000
    

37,692,000

事     業     評     価     書

年間平均訓練回数：２８回／年

小型動力ポンプ付水槽車 １台

小型動力ポンプ付水槽車購入

沖縄市長

沖縄市美里地内

補助事業の成果の目標

　本市が保有する小型動力ポンプ付水槽車は、消火用水の搬送及び非常災害
時の給水で活用しているが、本車両は購入から１８年が経過し、度々不具合が生
じ、出動時に支障を来している状況である。
　このため、本車両の更新を行い、今後も安定的に使用できるよう措置すること
で、消火用水の搬送及び非常災害時の給水を行える環境を維持する。

（参考指標）

平成２７年度

 

円 円 円 円
事業費及び交付金額

　本事業を実施したことより、車両の不具合の発生が無く、消火用水の搬送及び
非常災害時の給水が安定的に行える環境を維持することができた。
　また、車両更新後1年間不具合発生回数はなく、訓練件数も56件となっており、
消火用水の搬送及び非常災害時の給水が安定的に行える環境を維持することが
できたと評価する。

　本車両の整備が「沖縄防衛局調整交付金事業」である旨を以下の方法により、
地域住民への周知を図った。
(1)本車両へ記載
(2)本市消防ホームページでの車両更新広報

今後も本市の消防力の現状や、 市民のニーズを把握しながら、 事業を実施して
いく。

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知の
実施状況

事業の改善措置及び今後の
対応

無
事業の評価に際しての第三
者機関の活用の有無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目
標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び
終期

平成27年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 33,284,916 33,284,916

交付金額 33,135,000 33,135,000

補助事業の成果及び
評価並びに地域住民
への周知の実施状況

事業の改善措置及び
今後の対応

事業の評価に際して
の第三者機関の活用
の有無

沖縄市福祉文化プラザは平成１２年に開所し、子供から高齢者まで誰もが気軽
に利用でき、かつ安全性を考慮した全館バリアーフリー化を図った社会福祉施
設である。築１４年が経過し、全体的に空調設備の摩耗故障が発生している。空
調設備の改修を行い、施設利用者の室内環境を改善することにより、更なる保
健・福祉の増進と地域福祉の推進を図る。

事　　業　　評　　価　　書

沖縄市福祉文化プラザ空調改修工事

沖縄市長

沖縄市高原地内

改修工事　一式

平成２７年度

事業費及び交付金額

【補助事業の成果及び評価】
　空調設備が改修されたことにより、施設利用者の室内環境が整えられ、保健・
福祉の増進と地域福祉の推進が図られた。
　施設利用者から、「窓を閉め、静かで涼しい環境で、研修に集中できる。」、「乳
幼児の脱水症状やあせもの心配がなくなった。昨年は体調を崩す児童もいた
が、今年は安心して預けられる。」、「子ども達の落ち着き度合が違う。」等の声が
寄せられ、室内環境が整えられたと評価する。

【室内温度】日中の最高温度を抜粋。
研修室　　　　　　　　Ｈ28.5月27℃
児童センター　　　　　Ｈ28.5月27℃
療育支援事業きらきら　Ｈ28.5月26℃

【地域住民への周知の実施状況】
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業により実施されている旨を以
下の方法により地域住民への周知を図った。
①　空調機器のリモコンへの記載
②　市ホームページへ掲載

施設利用者へ継続して快適な環境を提供するため、空調設備機器の保守管理
を行う。

無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目
標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

26年度 27年度

円 円 円 円 円 円
事業費 80,244,000 9,184,154

交付金額 72,219,000 7,790,000

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

事業費及び交付金額

計

89,428,154

80,009,000

付紙様式第２

事　　　業　　　評　　　価　　　書

市道宮里古謝線整備工事

沖縄市長

沖縄市宮里地内

　本道路は、地域住民の生活道路として利用されているが、舗装整備後三
十年以上経過していることから老朽化し、車両の通行に支障を起こしており
排水路も断面が小さいタイプである。車両と歩行の安全を確保する為、整
備して欲しいとの地元要望がある。
　この事から本道路の舗装及び排水路の整備を実施することにより、地域
住民が安全に生活道路として利用できる環境を整備する。

【補助事業の成果及び評価】
・老朽化した本道路の舗装及び排水路の整備を実施したことにより、地域
住民が安全に生活道路として利用できる環境の整備ができた。また、地域
住民へアンケートを実施し、安全性の向上が図られたとの回答が寄せられ
ており、地域住民が安全に利用できるようになったと評価できる。

【地域住民への周知の実施状況】
・工事前に地域住民へ配布する工事案内及び工事看板に特定防衛施設
周辺整備調整交付金事業により実施されている旨を記載し、地域住民への
周知を図った。

　今後も、老朽化及び排水路に蓋がない市道について、地域住民の要望
を踏まえ計画的に改善に努める。

無

実施設計　一式
整備工事　L=103.4ｍ、W=4.20ｍ

平成２６年度から平成２７年度



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

27年度

円 円 円 円 円 円
事業費 18,716,400

交付金額 18,716,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事業費及び交付金額

計

18,716,400

18,716,000

事　　　業　　　評　　　価　　　書

沖縄市立美原幼稚園ほか２園物品購入

沖縄市長

沖縄市美原・上地・山内地内

　現在、幼稚園に設置している遊具は設置後約１０年以上経過し老朽化し
ていることから修繕を行い使用しているが、安全性を確保するために遊具を
新たに整備する必要がある。
　このため、遊具を新たに整備することにより、園児の身体能力の向上や協
調性を養うことが期待でき、安全に遊べる環境を整える。

【成果及び評価について】
　本事業を実施したことにより遊具を新たに設置することができ、安全性を
確保することができた。
　幼稚園教諭へアンケート調査を実施したところ「遊具の新設により友達同
士で様々な動きが楽しめている」、「登り棒・雲梯・鉄棒・ブランコなどの活動
に繰り返し取り組んでいる」との回答があり、園児の身体能力の向上や協調
性を養うことが出来ている。
【地域住民への周知の実施状況】
　本遊具の整備が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨
を以下の方法により、地域住民へ周知を図る。
１）幼稚園しおりに明記
２）本遊具へ記載

 ・幼稚園と調整しながら複合遊具の整備を行う。

無

複合遊具等　一式

平成２７年度



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目
標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

27年度

円 円 円 円 円 円
事業費 29,494,800

交付金額 24,202,000

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

事業費及び交付金額

計

29,494,800

24,202,000

付紙様式第２

事　　　業　　　評　　　価　　　書

市道松本３０号線整備工事

沖縄市長

沖縄市松本地内

　本道路は、国道を起点とする道路で地域住民の生活道路として利用され
ているが、既設車道及び歩道部の舗装が老朽化しており、地域住民から,
舗装整備を実施して欲しい旨の要望がある。
　このため、本道路の舗装整備を実施し、地域住民が安全に利用できる環
境を整備する。

【補助事業の成果及び評価】
・本事業を実施したことにより舗装及び排水の整備ができ地域住民が本道
路を安全に利用できるようになった。
・地域住民へアンケートを実施しところ、安全性及び景観、排水機能の向上
が図られたとの回答が寄せられており、地域住民が安全に利用できるように
なったと評価できる。

【地域住民への周知の実施状況】
・工事前に地域住民へ配布する工事案内・工事看板及び自治会掲示板に
特定防衛施設周辺整備調整交付金事業により実施されている旨を記載
し、地域住民への周知を図った。

　今後も、生活及び交通に支障を来す市道について、地域住民の要望を
踏まえ計画的に改善に努める。

無

整備工事　　L=520m、W=5.0m

平成27年度



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目
標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

27年度

円 円 円 円 円 円
事業費 40,230,000

交付金額 29,810,000

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

事業費及び交付金額

計

40,230,000

29,810,000

付紙様式第２

事　　　業　　　評　　　価　　　書

市道松本18号線ほか10件整備工事

沖縄市長

沖縄市松本地内

　本道路は、地域住民の生活道路として利用されているが、既設車道の舗
装が老朽化しており、地域住民から,舗装整備を実施して欲しい旨の要望
がある。
　このため、本道路の舗装整備を実施し、地域住民が安全に利用できる環
境を整備する。

【補助事業の成果及び評価】
・本事業を実施したことにより舗装及び排水路の整備ができ地域住民が本
道路を安全に利用できるようになった。
・地域住民へアンケートを実施しところ、安全性及び景観、排水機能の向上
が図られたとの回答が寄せられており、地域住民が安全に利用できるように
なったと評価できる。

【地域住民への周知の実施状況】
・工事前に地域住民へ配布する工事案内・工事看板及び自治会の掲示板
に特定防衛施設周辺整備調整交付金事業により実施されている旨を記載
し、地域住民への周知を図った。

　今後も、生活及び交通に支障を来す市道について、地域住民の要望を
踏まえ計画的に改善に努める。

無

整備工事　　L=1121.35m、W=5.0m

平成27年度



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

27年度

円 円 円 円 円 円
事業費 4,482,000

交付金額 2,841,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事業費及び交付金額

計

4,482,000

2,841,000

事　　　業　　　評　　　価　　　書

指揮支援広報自動車購入

沖縄市長

沖縄市美里地内

　本市が保有する指揮支援広報自動車は、災害時等の情報収集活動、警
戒広報活動及び避難誘導で活用しているが、本車両は購入から２１年が経
過し、度々不具合が生じ、出動時に支障を来している状況である。
　このため、本車両の更新を行い、今後も安定的に使用できるよう措置する
ことで、災害時等の情報収集活動、警戒広報活動及び避難誘導を行える
環境を維持する。

　本事業を実施したことにより、車両の不具合の発生が無く、情報収集活
動、警戒広報活動及び避難誘導が安定的に行える環境を維持することが
できた。
　本車両の整備が「沖縄防衛局調整交付金事業」である旨を以下の方法に
より、地域住民への周知を図った。
　(1)　本車両へ記載
　(2)　本市消防ホームページでの車両更新広報

今後も本市の消防力の現状や、市民のニーズを把握しながら、事業を実施
していく。

無

指揮支援広報自動車　１台

平成２７年度



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

27年度

円 円 円 円 円 円
事業費 11,340,000

交付金額 9,150,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事業費及び交付金額

計

11,340,000

9,150,000

事　　　業　　　評　　　価　　　書

中央汚水枝線改築工事

沖縄市長

沖縄市中央地内

　沖縄市中央一丁目地区に布設されている汚水管路は、昭和39年の布設
から約51年が経過しているため、老朽化が進んでいる状況にある。今後、
更なる劣化によって管路機能に支障が出た場合、通水阻害や道路陥没に
よる交通障害等、地域住民の生活に多大な影響を及ぼすこととなる。
　このため改築工事を行うことで、公衆衛生の悪化や道路陥没等の被害を
事前に防ぎ、地域住民の生活環境の保全に繋がることを目標とする。

　本事業の実施により、悪臭等による公衆衛生の悪化や、管腐食等による
道路陥没の被害等を未然に防ぎ、地域住民の生活環境の保全が図られて
いる。
　また、工事実施前における付近住民への工事案内文や工事実施中の工
事安全看板に特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を記
載し地域住民への周知を図った。

　今後も、管路の維持管理を適切に行い、地域住民の生活環境の保全を
図る。

無

改築工事
　更生工法　L=138.8m

平成２７年度



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

27年度

円 円 円 円 円 円
事業費 26,087,400

交付金額 18,491,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事業費及び交付金額

計

26,087,400

18,491,000

事　　　業　　　評　　　価　　　書

沖縄市立室川幼稚園園庭整備工事

沖縄市長

沖縄市室川地内

　室川幼稚園は、26年度に危険改築による園舎整備を行っており、今年度
は植栽、草花などの自然を取り込んだ緑化スペースを兼備する園庭を整備
し、園児が自発的に遊べる環境を整える。

【補助事業の成果及び評価】
　本事業を実施したことにより、草花等自然を取り込んだ緑化スペースを兼
ねた園庭を整備することが出来た。また、幼稚園教諭にアンケート調査を実
施し、園児が自発的に遊べる環境になっているか確認した結果、100％の
教諭が「はい」と回答しており園児が自発的に遊べる環境が整ったと評価す
る。
【地域住民への周知の実施状況】
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を以下
に記載し、地域住民及び保護者への周知を図った。
①　幼稚園だより
②　工事看板

　今後も、園庭施設の維持管理を適切に行い、子ども達が安全及び快適に
利用出来るような学校環境の保全を図る。

無

園庭整備工事　一式

平成２７年度



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目
標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

24年度 26年度 27年度

円 円 円 円 円 円
事業費 12,495,000 13,176,000 37,584,000

交付金額 9,100,000 13,176,000 29,889,000

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

事業費及び交付金額

計

63,255,000

52,165,000

付紙様式第２

事　　　業　　　評　　　価　　　書

市道南桃原４０号線ほか２件整備工事

沖縄市長

沖縄市南桃原地内

　本道路は、地域住民の生活道路として利用されているが、舗装整備後三
十年以上経過し老朽化しており、車両の通行に支障をきたしている。また、
排水路も断面が小さいタイプであることから、車両と歩行者の安全を確保す
る為、整備してほしいとの地元要望がある。
　この事から本道路の舗装及び排水路の整備を実施することにより、地域
住民が安全に生活道路として利用できる環境を整備する。

【補助事業の成果及び評価】
・本事業を実施したことにより舗装及び排水路の整備ができ、地域住民が
本道路を安全に利用できるようなった。
・地域住民へアンケートを実施したところ、安全性及び景観、排水機能の向
上が図られたとの回答が寄せられており、地域住民が安全に利用できるよう
になったと評価できる。

【地域住民への周知の実施状況】
・工事前に地域住民へ配布する工事案内・工事看板及び自治会の掲示板
に特定防衛施設周辺整備調整交付金事業により実施されている旨を記載
し、地域住民への周知を図った。

　今後も、生活及び交通に支障を来す市道について、地域住民の要望を
踏まえ計画的に改善に努める。

無

実施設計　一式
整備工事　L=517.4m、W=2.7m～7.7m

平成２４年度～平成２７年度



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目
標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

26年度 27年度

円 円 円 円 円 円
事業費 80,244,000 44,712,000

交付金額 72,219,000 34,372,000

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

事業費及び交付金額

計

124,956,000

106,591,000

付紙様式第２

事　　　業　　　評　　　価　　　書

市道泡瀬第三５１号線ほか２件整備工事

沖縄市長

沖縄市泡瀬地内

　本道路は、地域住民の生活道路として利用されているが、舗装整備後三
十年以上経過し老朽化しており、車両の通行に支障をきたしている。また、
排水路も断面が小さいタイプであることから、車両と歩行者の安全を確保す
る為、整備してほしいとの地元要望がある。
　この事から本道路の舗装及び排水路の整備を実施することにより、地域
住民が安全に生活道路として利用できる環境を整備する。

【補助事業の成果及び評価】
・本事業を実施したことにより舗装及び排水路の整備ができ、地域住民が
本道路を安全に利用できるようになった。
・地域住民へアンケートを実施したところ、安全性及び景観、排水機能の向
上が図られたとの回答が寄せられており、地域住民が安全に利用できるよう
になったと評価できる。
　
【地域住民への周知の実施状況】
・工事前に地域住民へ配布する工事案内・工事看板及び自治会の掲示板
に特定防衛施設周辺整備調整交付金事業により実施されている旨を記載
し、地域住民への周知を図った。

　今後も、生活及び交通に支障を来す市道について、地域住民の要望を
踏まえ計画的に改善に努める。

無

実施設計　　一式
整備工事　　L=403.3m、W=5.0m～12.2m

平成26年度から平成27年度



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目
標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

27年度

円 円 円 円 円 円
事業費 3,834,000

交付金額 3,236,000

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

事業費及び交付金額

計

3,834,000

3,236,000

付紙様式第２

事　　　業　　　評　　　価　　　書

公園維持管理作業車購入

沖縄市長

沖縄市諸見里地内

　現在、公園維持管理業務で保有している車輌が7台あるが、現台数
では、市内各公園の維持管理を行うことが困難なため、本車輌を購入
し、より効率の良い作業及び公園利用者へのサービスの向上を目標と
する。

【補助事業の成果及び評価】
・本事業を実施したことにより作業の効率化を図ることができた。ま
た、稼働日数及び稼働内容を確認したところ28日間稼働しており、そ
の間の業務日報についても、公園内のゴミ収集、伐採殻等の運搬を適
切に行っていることから利用者にとって快適で、安全な公園を確保す
ることができたと評価する。

【地域住民への周知の実施状況】
・本車両に特定防衛施設周辺整備調整交付金事業により実施
　されている旨を記載し、地域住民への周知を図った。

　今後も、作業の効率化を図り公園利用者へのサービス向上をめ
　ざす。

無

公園維持管理作業車　１台

平成２７年度



補   助   事   業   名

補　助　事　業　者　名

実     施     場     所

 

補助事業の内容

補助事業の始期及び終期

 
27年度

    
計

 円 円

事業費 56,276,568 56,276,568

交付金額 41,228,000
    

41,228,000

沖縄市立山内中学校ほか３校物品購入

沖縄市長

事業費及び交付金額

事業の評価に際しての第三
者機関の活用の有無

円 円

事     業     評     価     書

補助事業の成果の目標

事業の改善措置及び今後の
対応

　最適な情報教育環境を整備するため、市内各校の経年劣化した教育用コン
ピュータを順次更新する。

【補助事業の成果及び評価】
　本事業を実施したことにより、児童生徒の情報活用能力の育成を図る環境を整
えることができた。
　整備後1年間の授業利用時間数を集計した結果、山内中学校：175時間、安慶
田中学校：328時間、越来中学校：138時間、コザ中学校：375時間であった。また、
故障・フリーズ件数はともに0件で、児童に対して円滑な授業を行うことができる。

【地域住民への周知の実施状況】
本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業により実施されている旨を以下
の方法により学校関係者及び地域住民への周知を図った。
①コンピュータへ記載
②各学校だよりへ掲載
③各学校ホームページへ掲載

　当該中学校に設置されている教育用コンピュータは、コンピュータ操作の習熟や
各教科での活用など、児童生徒の情報活用能力の育成を図る授業を実施するた
めに整備している。 しかし、 既存の教育用コンピュータは設置後５～７年がたち、
経年劣化のため、故障やフリーズが発生し、授業に支障を来している状況である。
　このため、既存の教育用コンピュータの更新を行うことで、 円滑な授業を行うこと
ができる環境を整備する。

（参考指標）
年間授業利用時間（平成２６年度）
・山内 中学校：１８１時間
・安慶田中学校：  ７１時間
・越来中学校：２５７時間
・コザ中学校：２１６時間

円 円

沖縄市山内・安慶田・越来・胡屋地内

 

無

補助事業の成果及び評価並
びに地域住民への周知の実
施状況

コンピュータ　１６１台

サーバー機器　一式

平成２７年度

 



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目
標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

27年度

円 円 円 円 円 円
事業費 3,076,920

交付金額 3,076,000

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

ボイラー用軟水器　１台
牛乳保冷庫　　　　６台

事　　　業　　　評　　　価　　　書

沖縄市立学校給食センター第１調理場ほか２件物品購入

沖縄市長

沖縄市照屋・山内・泡瀬地内

現在使用しているボイラー用軟水器及び牛乳保冷庫は、設置後１６年経過
しており、老朽化していることから温度上昇等の故障が発生し、生徒への給
食運営の支障をきたす恐れがある。そのため、本事業で給食設備を更新す
ることにより、安心安全な学校給食を提供できる環境を整備する。

備品の点検整備に努め、安心・安全かつ衛生的に学校給食を供給できる
よう運用していく。

無

平成２７年度

事業費及び交付金額

計

3,076,920

3,076,000

　本事業を実施したことにより安心・安全かつ衛生的な学校給食の供給に
寄与することができた。また、整備後は当該物品の故障もなく、安心・安全
な学校給食を提供できる環境が整備出来たと評価する。
　なお、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金である旨を以下の方
法により実施し地域住民や保護者等へ周知した。

１）学校給食センターのホームページへの掲載
２）学校給食献立表に記載





補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

27年度

円 円 円 円 円 円
事業費 5,400,000

交付金額 5,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　本事業を実施したことにより、汚水管渠の劣化状況を確認し、改修の必要
のある箇所等を把握することができた。今後、ＴＶ調査結果より判断した汚
水管改修の優先度及び工法等に基づき、改築設計・工事が行われている
かを確認する。
　また、　調査実施前に付近住民へ調査案内文を配布し、広く周辺住民へ
周知を図った。

今後、汚水管改修の工法等の判断を行い、地域住民の生活環境の保全に
繋げる。

無

下水道調査　L=2663.2m

平成２７年度

事業費及び交付金額

計

5,400,000

5,000,000

事　　　業　　　評　　　価　　　書

沖縄市公共下水道汚水管渠ＴＶ調査

沖縄市長

沖縄市中央地内

　沖縄市中央一丁目地区に布設されている汚水管路は、昭和39年の布設
から約51年が経過しているため、老朽化が進んでいる状況にある。今後、
更なる劣化によって管路機能に支障が出た場合、通水阻害や道路陥没に
よる交通障害等、地域住民の生活に多大な影響を及ぼすこととなる。
　このため、汚水管渠の調査を実施し、劣化状況を確認することにより、今
後の汚水管改修の優先度・工法等の判断を行い、地域住民の生活環境の
保全に繋げる。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目
標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

27年度

円 円 円 円 円
事業費 12,850,821

交付金額 10,830,000

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

【補助事業の成果及び評価】
・本事業を実施したことにより歩行部分の明確化が出来、児童生徒が安全
に利用できる環境が整備出来た。
・地域住民へアンケートを実施し、安全性の向上が図られたとの回答が寄
せられており、本道路が安全に利用できる環境が整備出来たと評価する。

【地域住民への周知の実施状況】
・工事前に地域住民へ配布する工事案内及び工事看板に特定防衛施設
周辺整備調整交付金事業により実施されている旨を記載し、地域住民への
周知を図った。

　今後も、歩道がない市道について、地域住民の要望を踏まえ計画的に改
善に努める。

無

カラー舗装整備工事　Ａ＝1,133㎡

平成２７年度

事業費及び交付金額

計

12,850,821

10,830,000

付紙様式第２

事　　　業　　　評　　　価　　　書

市道美里４３号線ほか６件整備工事

沖縄市長

沖縄市美里・中央・室川・胡屋・比屋根地内

　本道路は、地域住民の生活道路及び児童生徒の通学路として利用され
ているが、歩道が整備されていないことから地域住民及び学校関係者から
歩行者の安全を確保するため、歩道の整備を実施して欲しい旨の要望が
ある。
しかし、歩道整備には用地買収等の問題もあることから、道路端部のカラー
舗装化で明確化し、地域住民及び近隣学校の児童生徒が安全に利用でき
る環境を整備する。


